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市
で
は
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
推

進
す
る
た
め
、
ま
た
、
市
が
実
施
し
て
い

る
先
駆
的
な
事
業
を
市
民
の
皆
様
に
説
明

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
田
原
市
版

事
業
仕
分
け
を
10
月
30
日（
土
）
、
南
別

館
２
階
会
議
室
と
東
別
館
２
階
会
議
室
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
事
業
仕
分
け
実
施
委
員
10
人

（
識
見
を
有
す
る
者
６
人
、
公
募
市
民
４

人
）が
２
班
に
分
か
れ
て
、
21
事
業
に
つ

い
て
仕
分
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
16
事
業
が
「
市
が
改
善
し

て
事
業
を
行
う
べ
き
」
、
３
事
業
が
「
不

要（
廃
止
）」
、
２
事
業
が
「
市
が
現
行

ど
お
り
事
業
を
行
う
べ
き
」
と
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
市
外
も
含
め
約
２
０
０
名
の
傍

聴
者
が
あ
り
、
事
業
仕
分
け
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
事
業
仕
分
け
の
結
果
は
、
市
の

最
終
判
断
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
は
、
こ

の
結
果
を
参
考
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
今

後
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
平
成
23
年
度
以

降
の
予
算
編
成
に
反
映
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
広
報

お
お
た
わ
ら
お
よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
市
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
政
策
推
進
担
当
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 http://w
w
w
.city.ohtaw

ara.

　
　
　

 tochigi.jp

質問する仕分け実施委員（第２会場）説明を聴く仕分け実施委員（第１会場）

【 事業仕分け結果一覧（その１）】

仕分け結果
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　事業内容　

王将戦および関連事業（前夜祭、
大盤解説など）を開催
市営バスの運行
（15 路線）　
安全・安心で快適な道路環境を提
供（改良工事、舗装工事など）
若杉山荘（都市と農村の交流施設）
の維持管理
“ 思い出の丘 ” を目指した、市民
が憩える広がりのある施設の整備
市民に安全で快適な憩いの場を提
供
担任・教科担任とチームを組んで、
より実践的な授業を実施
小学校において学級担任と協力し
て英語（外国語）活動を実施
担任・教科担任と非常勤講師が協
力しチームを組んで授業を実施
担任と非常勤講師が協力しチーム
を組んで学習・生活指導を実施
お笑い講座、お笑い健康ライブ、
お笑いライブスぺシャルの実施
中学生を米国ウエストコビナ市、高
校生を英国スコットランドに派遣
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事　業　名
[ 所管課 ]
　

王将戦開催事業
　[ 政策推進課 ]
市営バス運行事業
　[ 総務課 ]
市道整備事業
　[ 道路建設課 ]
若杉山荘管理運営事業
　[ 農林整備課 ]
記念樹の森整備事業
　[ 農林整備課 ]
公園維持管理事業
　[ 都市計画課 ]
英語指導助手（ＡＬＴ）設置事業
　[ 学校教育課 ]
英語活動指導員配置事業
　[ 学校教育課 ]
少人数指導非常勤講師配置事業（算数・数学）
　[ 学校教育課 ]
配慮児童生徒支援非常勤講師配置事業
　[ 学校教育課 ]
お笑い健康づくり事業
　[ 企画政策課 ]
青少年交流事業（海外派遣事業）
　[ 生涯学習課 ]
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２
０
０
２
年
に
「
第
18
回
『
平
和
の

日
』
那
須
の
集
い
」
が
本
市
で
開
催
さ
れ

て
以
来
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
大
田
原
市

文
学
サ
ロ
ン
。
今
年
は
、
作
家
の
落
合
恵

子（
お
ち
あ
い
け
い
こ
）氏
、
植
松
三
十

里（
う
え
ま
つ
み
ど
り
）氏
、
作
家
で
あ

り
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
常
務
理
事
で
も
あ

る
高
橋
千
劔
破（
た
か
は
し
ち
は
や
）氏

を
迎
え
、
10
月
23
日（
土
）
、
総
合
文
化

会
館
ホ
ー
ル
で
「
時
を
楽
し
み　

時
を
駆

け
る
〜
現
代
か
ら
幕
末
へ
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
、
市
民
な
ど
約
４
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
宇
都
宮
市
出
身
で
作
家
や

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
落
合

恵
子
氏
が
「
加
齢
の
醍
醐
味
」
と
題
し
、

母
親
と
過
ご
し
た
幼
少
時
代
か
ら
看
取

（
み
と
）
る
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

未
婚
の
母
を
選
び
、
女
手
一
つ
で
頑
張

っ
て
き
た
母
親

は
４
年
前
に
亡

く
な
り
ま
し
た

が
、
落
合
氏
は

仕
事
を
し
な
が

ら
７
年
に
も
及

ぶ
在
宅
介
護
を

続
け
て
こ
ら
れ

た
そ
う
で
す
。

介
護
で
は
頑
張

り
す
ぎ
て
閉
塞

し
な
い
こ
と
が
大
事
。
ど
う
し
よ
う
も
な

い
と
き
は
「
も
う
駄
目
、
助
け
て
」と
自

分
の
弱
さ
を
さ
ら
け
出
せ
る
強
さ
も
必
要

だ
と
語
り
、「
お
年
寄
り
と
子
ど
も
」を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が

生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
、
ま
た
、
お
年

寄
り
が
長
生
き
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る

よ
う
な
社
会
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
訴
え
ま
し
た
。

　

第
２
部
で

は
、
歴
史
時

代
小
説
家
の

植
松
三
十
里

氏
と
、
こ
の

日
司
会
も
務

め
た
高
橋
千

劔
破
氏
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
な
ど

で
話
題
沸
騰

の
坂
本
龍
馬

と
そ
の
妻

お
龍
を
中
心

に
、
幕
末
を
駆
け
抜
け
た
人
物
た
ち
の
実

像
と
虚
像
に
つ
い
て
対
談
し
ま
し
た
。

　

時
に
笑
い
を
誘
う
な
ど
、
訪
れ
た
方
々

は
お
二
人
の
軽
妙
な
対
談
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
総
合
企
画
担
当

　
　
　
（
２
３
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３
０
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２
０
１
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田
原
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文
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ロ
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時
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楽
し
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時
を
駆
け
る
〜
現
代
か
ら
幕
末
へ
」

【 事業仕分け結果一覧（その２）】

仕分け結果
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　事業内容　

県内唯一の日本陸連公認コースで
のマラソン大会の実施
障害を持つ方にスポーツを楽しむ
機会を提供
安全で快適な生活と経済活動を確
保するための市道の維持修繕
ひとり暮らし高齢者などに対する
居宅と医療機関などとの間の送迎
住宅を取得しようとする勤労者に
対する資金融資
子育て支援券使用による商工業振
興と子育て支援
国内外の彫刻家による公開制作や
交流イベントの開催、作品の設置
観光施設および文化教育施設であ
る那須与一伝承館の管理運営
日本ペンクラブ会員（作家など）に
よる講演会の開催
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事　業　名
[ 所管課 ]
　

大田原マラソン大会実施事業
　[ スポーツ振興課 ]
車いすマラソン大会実施事業
　[ スポーツ振興課 ]
道路維持補修事業
　[ 維持管理課 ]
高齢者等外出支援事業
　[ 高齢いきがい課 ]
勤労者住宅建設資金貸付事業
　[ 商工観光課 ]
子育て支援券事業
　[ 商工観光課 ]
那須野が原国際彫刻シンポジウム開催事業
　[ 文化振興課 ]
与一伝承館管理運営事業
　[ 文化振興課 ]
大田原市文学サロン開催事業
　[ 政策推進課 ]

※ 各事業の○で囲んだ数字が、その事業の最多得票となった仕分け結果です。

・参加者を増やす工夫をすること。
・事業内容や事業規模の縮小を検討すべきである。
・国や県へ要望すべきである。（予算、人員など）
・より一層予算の配慮をしてはどうか。

※ 仕分け結果の「市（要改善）」における仕分け実施委員の主なコメント
・更なる充実をしてほしい。
・経費の見直しをしてはどうか。
・事業の内容を精査し、一層効率的な運営を望む。
・幅広い年齢を対象とした内容にしてほしい。

落合恵子氏による講演落合恵子氏による講演

植松三十里氏（右）と高橋千劔破氏
による対談
植松三十里氏（右）と高橋千劔破氏
による対談
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